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　7月 11日、私の引退セミナーが東京でありました。引退と

いっても、私主催のセミナー開催はしないということですが。

ただし、まだ大阪でも 10月 31日に引退セミナーを行うので、

ここまでは講演の引退ではないのですが。よろしければ、大阪

に見に来てください。

　さて、この東京での講演の中で、今までどのくらい本を読ん

できたのですか？という質問がありました。そういえば、随分

読んできたなということで、今回は、私が読んできたものにつ

いて少し書きたいと思います。

　読者の皆さん！皆さんは、教育の勉強をどのくらいしてきま

したか。また、今もしていますか。学習塾という、教育に関

するフィールドで仕事をしている以上、次の 3つについては、

勉強を続けた方が良いと思います。

vol.113中土井鉄信の「地域一番の繁盛塾になるための最強法則」

＜教育に強くなる！＞

1. 教育そのもの

2. 教育行政の流れとその未来

3. 人間について

　まず、「教育そのもの」とは、教育哲学や教育社会学に関す

るもの。いわゆる「教育とは何ぞや」という問いに対する今ま

での英知です。人間だけが教育を必要とする動物である以上、

この教育を徹底的に考えることで、人間観が培われるものです。

ぜひ、教育に対して、自分なりの答えを出す前に、様々な思索

を追い、ある程度の知識を仮説形成に使い、現場での実践を行っ

て、自分なりの答えを自分なりに表現出来るようしてください。

教育の定義が数年たっても変わらない塾長に、私はよく全然勉

強していないじゃないか！と叱りますが、教育観はどんどん変

化をし、深化していくことが勉強の証です。また、学校＝教育

という図式に囚われている限り、本来の意味での教育を理解す

ることは出来ません。ぜひ、真摯に根気強く教育の本質と向き

合ってください。

　次に「教育行政の流れとその未来」ですが、明治時代にスター

トした学制から戦後の学校制度の歴史の理解と、今後の教育行

政がどういう方向へ向かっているか。ここを勉強してください。

　例えば、徴兵令よりも 1年先に学制が発布された意味を御存じ

でしょうか。また、近代学校が生まれた理由を御存じでしょうか。

偶然の産物で近代学校制度が生まれたわけではありません。その

辺の経緯を知ることで、実は「教育」と「学校教育」が、全く違

うものなのが理解出来ます。そして、いま行われている教育行政

が何を目指して行われているのかも大体見当がつきます。

　私が良く、「文科省がやらない！と言ったことは、数年経つ

と必ずやる！」とセミナーや講演で言いますが、それは、教育

行政をしっかり見ているからです。前もって文科省がやらない

ということは、いつかやるという含みを持たせている場合が非

常に多いのです。小学校の英語の教科化然り、道徳の評価化然

りです。ということは、高校生のための学びの基礎診断が AO

入試や企業の採用試験の資料に使われる可能性があるというこ

とです。このように教育行政をしっかり見ていく時、国におけ

る学校制度や教育そのもののあり方が分かってくるのです。

　最後に「人間について」ですが、これはずばり、人間とはど

ういう存在かということの勉強です。人間は、本能の壊れた動

物だと言われますが、それは、逆に言えば、教育が必要な動物

だということです。そして、人間は、この本能が壊れているか

らこそ、感情だけではなく、理性が発達する余地が出来、様々

な矛盾にさらされるのです。

　人間だから、これぐらいはわかるよなと思う反面、人間だか

らこそ、こんな間違いをしてしまうんだよなということです。

そういう視点が人間についての理解を深めます。人間について

の理解が深まれば深まるほど、人間観が大きくなっていくので

す。子どもを見る目を養い、子どもが大人になっていく仮説を

しっかり持つ。そのためにも人間について勉強をしてください。

　皆さんの気になる書を見つけて、よりよく社会や人間や教育

を理解するために、読書を続けてください。皆さんの人生観・

世界観・人間観を豊かにしていきましょう。そんなことを 7

月 11日のセミナーでは、皆さんに伝えました。皆さんの塾に

来る子どもたちに良い刺激を与えるためにも、ぜひ、未知の世

界を探求していきましょう。

【編集後記】

MBA創業20周年＆中土井還暦記念セミナーを開催します

ゲスト無し！中土井が塾経営の成功の秘訣をすべてお話しします！

ラストは 10/31（日）大阪で開催！

【参加費（昼食付・税込）】　一般 6,600円、

　　　　　　　　　　　　  MBA経営革新メンバー 5,500円

↓詳細＆お申し込みはこちらから↓
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「新型コロナウイルス感染拡大によって

 学習塾の選び方・探す手段に変化はありましたか？」

　n＝ 2,739

変わった 21.8％

変わってない 64.4％

新型コロナウイルス感染拡大後に検討し始めた

／わからない
13.9％

　前回に引き続き今回も「学習塾の選び方」について。

　塾や習い事に関する情報サイト「テラコヤプラス by 
Ameba」を運営する（株）CyberOwl（東京都渋谷区）が
この 4月、小中高校生の子どもがいる全国の保護者 3,090
名を対象にインターネット・アンケート調査を行っていま

す。かなり興味深い結果が出ていますのでご紹介しましょ

う（「子どもの塾の選び方―保護者 3,000人に聞いた！」
2021/7/2）。

数字でみる学習塾経営・業界のトレンド vol.77-1

「現在、お子さまは学習塾に通っていますか？」n＝3,090

既に通っている

小学生 37.7％

中学生 58.9％

高校生 48.9％

「学習塾を検討する際に使った手段を教えてください」

※複数回答　n＝ 3,090　

インターネット 45.3％

親同士の口コミ 36.2％

チラシ 30.9％

子どもが自発的に 17.7％

CM 16.7％

学習塾を選んだ・検討したことはない 11.4％

学習塾比較メディア 10.6％

その他  3.7％

　調査時点の 4月 2日（金）～ 3日（土）現在で、塾に通っ

ている児童生徒の割合です。ちょっと高いですね。とくに高

校生は実態よりも 10ポイント近く高いのではないかという

気がしています。

　インターネット調査に応じてくれるのはネットを自在に使

いこなす層が主体です。そうした層の割合は普通、20代を

頂点にたとえわずかでも年齢が上になるほど少なくなる。た

だし、年齢が上の方々の中にもネットを自在に操れる層は一

定程度存在しており、彼らはたいてい高学歴、高所得者層で

すから、そうした方々の子どもの通塾率が高くなるのは当然

と考えてよかろうと思われます。

　コロナ禍の影響で塾選びの手段などが「変わった」が 2

割強、「変わっていない」が 6割強。

　外出を避け、友人知人と直接対面して話す機会が減った分、

影響があったんでしょうね。

　その結果、こうした調査ではいつもトップの「親同士の口

コミ」を抜いて、「インターネット」がトップになったとみ

てよかろうと思います。

　とはいえ、その「インターネット」が意味する中身につい

てはよく見極めなければなりません。

　保護者がネットで塾を探す際にはどうするか、考えてみま

しょう。

　　「塾（学習塾）」「中学生」「〇〇市」

　通常はたとえばこんな語句を検索にかけて、出てくる塾の

HPをはじから順にクリックということになるでしょう。
　あるいはとりあえず、これまで何らかの形で見聞きしたこ

とのある塾の HPを開いてみる。
　そのうえで、自宅からは遠くて通えない塾や、希望する指

導教科や指導対象や通塾回数や料金と合致しない塾を選択肢

から外し、さらに残った塾の周辺情報を集めて絞り込んでい

く。

　おそらくはその「絞り込み」の作業に最も威力を発揮する

のが「口コミ」です。

◇通塾率

◇塾選びに変化

◇ネット上の口コミ

◇塾選びの検討手段

「学習塾を検討するにあたりインターネット上の

 口コミは参考にしていますか？」n＝3,090

インターネット上の

口コミを

参考にする 71.8％

参考にしない 28.2％

　ご覧のように、検討手段として「インターネット」を使っ

た全体の 45.3％のうち、71.8％の保護者がネット上の「口
コミ」を参考にしています。

× ＝

45.3％ 71.8％
32.5％

インターネットを
使う

参考にする

塾選び ネットの口コミ

　ということは全体の32.5％の保護者がネット上とはいえ、
「口コミ」を参考にしていることになります。

　「塾選びの検討手段」の 2番目に「親同士の口コミ」が

36.2％ありました。
　このリアルの「口コミ」の 36.2％とネット上の「口コミ」
の 32.5％を合わせると 68.7％。保護者の 7割弱が「口コミ」

を利用していることになりますね。
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数字でみる学習塾経営・業界のトレンド vol.77-2

PS・コンサルティング・システム

小林　弘典

比較検討した塾の数　※株式会社ファングリーの調査

比較せず決定 54.7％
 → 82.7％

２つの塾で検討 28.0％

３～５つの塾で検討 16.5％

それ以上  0.8％

　前回紹介した株式会社ファングリー（本社：東京都渋谷区）

のアンケ調査に「比較検討した塾は 2つまでが 82.7％」と
あったのを覚えていらっしゃるでしょうか。

　結局は、保護者の多くはリアルであれネット上であれ、ま

ずは「口コミ」で 1つないし 2つの候補に絞り込み、そこか

ら実際の入塾活動に入っていくわけです。「口コミ」がいかに

大切か、改めておわかりいただけたんじゃないでしょうか。

　ところで、これだけ「口コミ」が大事なのにもかかわらず、

なかなかよい「口コミ」を生み出す努力をしている塾にはお

目にかかれません。

　「口コミ」はもともと自然発生的なものですので、簡単に

作り出せるとは思いません。

　が、そうであっても、それを誘導する方法がないこともな

いとわたしは考えています。

　そのあたりについては次回また、お話させていただきたい

と思います。


